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e新チーム始動・ リーグ戦優勝祝員会

・秋季リーグ戦 ・秋 季 新 人 戦

・関西地区代表決定戦 ・ JJヽ中体験入部
。明治神宮大会 ・編 集 後 記

″瀬イオカ″
「熱<なれ」をスローガンに掲 |ず、新チームが

始動しました。3年生全員でミーティングを行い、部員全員が「熱くなろう」としヽう気持ちを持ち、練習中から

も常に意識できる、という理由から、このスローガンに決定しました。新チーム主将には学生コーチを兼任し、

広い視野を持ち、声でチームを引つ張る石丸亨 (経 3・ 東福岡)、 副主1晋にはチームの大黒柱である石田光宏 (経

3・ 近江 )、 チームー熱い想いをもった平岡志大 (商 3・ 智辮和歌山)が就任。技術面だけでな <、 精神面から

もチームを支えます。また、主務は8乍年に31き続き鍋島庸高 (人間 30桃山学院)が務めます。
今年こそは、神宮球場に戻り、絶対日標である「全国制覇」を成し遂げることができるように、取り組んで

参ります !今後とも温かいご声援よろし<お願いします。(写真は左から鍋島・石田・石丸・平岡)

主将・ 石丸 亨
この 1年間、異色ではありますが主1晋兼学生コーチを務めさせていただ<ことになりました。プレー

でチームを引つ張ることは難しいですが、人一倍声を出して、チームの主気を上|ず、選手一人ひとりのや

る気をヨ|き出せるように頑張ります。部員全員が0乍季の神宮でのlltしさを忘れず、日々の練習に取り組ん

でいます。スローガンである「熱<なれ」という言葉を胸にチームー丸となれるように頑張ります。

副主将・ 石田 光宏

昨季は明治神宮大会で敗れ、とても'梅しい思い

をしました。しかし、全国の舞台において自分た

ちの力で試含を戦うことができ、大きな収穫とな

りました。これからも努力を続け、自分たちらし

さを出した「いいチーム」を作ります。個人とし

ては、全国制覇に繋がるピッチングをしたいと悪

います。ご声援よろし<お願いします。

副主将・ 平岡 志大

新チームが始動し、グラウンドでは来季に

向けて目をギラつかせながら毎日毎日走り

ま<つています。まだまだ熱<なれるこの集

団の前に立ち、副キャプテンとして引つ張つ

ていきます !来季は必ず連覇します。応援よ

ろし<お願いします。



早瀬監督就任後初のリーグ戦となつた春季リーゲ戦で 1ま 3位に終わ
ったlleしさを胸に、挑んだ秋季リーグ戦は 39季 rs~tり 34度目のリーグ
優勝を達成しました。最終節の同立戦で同大が勝ち点を挙li近大に勝
利することが優1券の絶対条件となつた最終戦。同点のまま迎えた 8回、

藤嶋 (人間 4・神港学園)の安打などで一死二塁の好機を作ると浬打 (総

情30奈良大附)が決勝打を放ち、優勝に望みを繋げます。翌日の同立

戦で同大が立命大から勝ち点を挙Iず、見事優勝を栗たしました !

餃|ひ―R手 ～鰺‐場の|ム・鍵オ旋6～ 在から

。江原 祥太 (人 Fes 4・ 履正社 )

最優秀選手、ベストナイン(二塁手 )

。西田 尚寛 (人間 3・ 東大阪大柏原 )

首位打者、ベス トナイン(三塁手)

・石鶴 光宏 (経 3。 近江 )

最優秀投手

・出□ 晃平 (政策 4・ 東福岡)

ベス トナイン(外野手)

11月 3日 (月・祝)南港中央野球場には関大生、大学関係者、OB、 OG、

校反、保護者をはじめ 1000人を超える大応援国がスタンドを埋め尽<し
ました。

試含はエース石田が立ち上がりからテンポの良い投球で奈良学園大打線

を寄せ付けず、4回まで 1安打にIEえるピッチングを披露します :一方の
打撃陣は、初回山□の四球でチャンスを作り、西田尚が右前適 8寺打を放ち先

制、3回にも満塁の好機で主砲藤鴫が中前適時打で 2点を追加し、試含を
有利に進めます。5回に 2点を返されるものの、8回途中から登板した畑
瀬が全球ストレートという気迫あふれる投球で 3-2で勝ち、関大を 42年
6やり4回目の明治神宮野球大会出場に導きました !

試含後にベンチ、スタンドが一つになり学歌、逍遥歌を斉唱し、改めて関

西大学、また野球部の結東が強まつた0‐m間でした。
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輝な試合で自分の力を発揮し、チームの力になれたことがなによりも嬉しかつたです。結果として目
標である「全国制覇」を達成することができず、悔しい思いもありますが、後輩たちが達成してく

れることと思います。これからも、関西大学野球部にご声援をよろしくお願い致します。



第45回調径明治神宮野球大公～42年ntの得ぃ～
42年 51り 4回目の出場となつた第 45回記念明治神
宮野球大会は、開会式の前に明治神宮に出場校のメンノヾ

―全員で参拝から始まりました。非常に歴史と重みのあ

る大会ということを改めて感じました。

関大は 150寺 50分試含開始ということもあり、寒さ
が非常に厳しい中でしたが、神宮球場はグラウンドの選

手たちと、スタンドの応援の熱気で包まれてしヽました。試

合は、先発の石田が初回から力のこもった投球を見せ、緊

張感のあるゲーム展開となります。試合が動いたのは 8
回、先頭の伸尾 (文 4・ 上宮太子)が右前安IIIで出塁し、

送リバントなどで二死二塁のチャンスを作ると、リーグ

戦ベストナインの出□が中前適時IIIを放ち、待望の先市」

点 !しかし、その裏同点に追いつかれ、試含は延長タイプ

レークに突入します。関大の攻撃は、西圏尚からの打順を

選択しますが無得点に終わり、その裏に失点を許しサヨ

ナラ負けを喫する結果となりました。

この日、大学からは応援バス 7台、総勢 300人で神
宮に向かいました。OB、 OG、 校反を含めると代表決定

戦をも上回る観客が関大のスタンドを埋め尽しました !

神宮という最高の場所で野球ができたことの幸せと、野

球部を応援していただしヽたすべての方への感謝の気持ち

を感じました。今回の悔しさを次の世代に31き継ぎ、神宮

という大舞台になんとしても戻つてきたいと思い歌す。

旱瀬万豊監督コメ≫終
平成 26年の野球部活動は 11月 16日 (日 )の明治神宮野球大会対倉」価大学をもつて終了致しました。

皆様には平素より野球部に対するご理解、ご支援を頂き誠 !こ感謝しています。今年度、春季リーグ戦は 3位

でしたが、秋季リーグ戦はお陰様で 19年 15~iり のリーグ優勝、そして第 45回明治神宮野球大会に関西地区

第一代表として出場することができました。神宮ではlll長タイブレークの末敗れ、lltしい思いをしました

が、スタンドからの応援も借りながら「チーム買大」をアピールできました。チームは 11月 24日 (日 )

に新体義Jでスタートしま t/たc今後とも開大野球部をよろしくお願い致します。最後に、4年生へ。野球部

卒業本当におめでとう。皆は私の誇りです。今後の活躍を大いに期待して t・
lます。

江原祥太主雛メ≫ト
全国のどの大学にも負けない熱もヽご声援ありがとうござしヽました。秋季リーグ戦では、どんな

展開でも諦めずベンチとスタンドが一体となつて戦つた結果、19年ざりのリーグ優勝、42年

ぶりの明治神宮大会出場を決めることができました。ぜひ後輩たちには、私たちが達成できなか

つた「全国制覇」を目標にこれからの練習に取り組んでもらいたいです。これまで多<のご支援

をいただいた野球部 OBや OC、 学校関係者、校反の皆さま、熱い声援をくださった応援国の

方彙には感謝の気持ちでいつぱいです。そして、大学野球生活を一緒 :こ過ごした最高の仲間を誇

りに思います。4年間、本当にありがとうござしヽました。



華|や
―
かlこ優勝祝nl会を開催

11月 25日 (央)新阪急ホテルにて関

西大学野球倶楽部主催の秋季リーグ戦優勝

祝賀会が行われ、数多<の OB、 OGの方
々にご参列いただきました。司会は、5/m神

甲子園球場で場内アナウンスをされてしヽる

中西史恵氏 (H18入 )に していただきま

した。

田尻部長、早瀬監督からは、シーズンを

通して活躍した選手、並びに裏方でチーム

を支えた選手たちに対し、労いの言葉をかけてしヽただきました。会場内は終始会話が絶えず、世代を超えた再

会の場となつたと同時に喜びを分かち含う機会となりました。また、OB、 OGの方々と選手が交流する場面
も多<見受けられました。今年は創部 100周年という節目の年でもあるため、この伝統と期待を背負い、来

シーズンも日々精進してまいります。

鰈戌靱稔鋏魃 鰈鼈褥炒颯

′∫トウ1体験入1部
12月 7日 (日 )、 関西大学主催の吹田第一中学

校区の小中学生を対象とした一日体験入部が行わ

槻ました。た<さんの小中学生の中には女の子の

参力0者もおり、大きな声を出し、活発に動<姿が見

られました。選手たちは、終始和やかな雰囲気で指

導を行い、一緒に試含を行う中で交流を深め、最後

には子供たち、選手全員が笑顔に包まれました。

苦段は指導される側の立場として野球に関わつ

てしヽる選手たちですが、指導する側に立つことで、

禰1いに戻り、改めて気付いたことや、感じたことが

た<さんあつたと思います。そして、野球の技術はもちろん、一人の人間として、成長できたのではないで

しょうか。この機会は選手たちにとっても、非常に有意義な時間となつたと思います。そして、何よりもこ

の体験に来て<れた子どもたちが今以上に野球を好きになつてもらえれば嬉しいです。



歌1季新人戦も優勝
11月 11日 (火)から 13日 (本)までの 3日間、豊中□―ズ球

場にて秋季新人戦が行われました。

1回戦の相手は京都大学.先発は、秋季 lJ―グ戦でも実績のある水

師 (経 2・ 大社)。 3回を無失点に」βえリズムをつ<ると、勝岡(人 F83
10報徳学園)の左前適時打で先制し、勢い付いた関大II「線は 8回ま
でに 10得点 !最終回は阪本人 (経 10履正社)が締め、10 1と い
う結果で大勝しました。

続<準決勝の対近畿大学戦は、序盤から大き<試合が動きました。

阪本13(法 1・ 智無不□歌出)が 3打点の活躍を見せ、2回に一挙 5得

点。投|ザては先発の吉川 (文 20関大北陽 も、テンポの良い投球で流

れを作り、7-1で快勝し、決勝戦へと駒を進めました。
そして迎えた決勝戦の相手は関西学院大学。4需然にも関関戦とな

り、選手たちはよリー層気含いを入れて試含に臨みました。先発を任

された市場 (人間 2・ 近江兄弟社)は安定した投球で 4回を無失点に
抑えます。一方打撃陣は、森島(文 2・ 大阪桐蔭)の右中F832点適時三

塁打をはじめ、14安打 12得点と打線爆発 !5回までに先発全員安

打を達成します。後を任さねた武藤伸 (経 2・ 岐阜東)、 福田(人 FB5 2・

興国)が大量 1リードを守りきり、12-1で関大が勝利し、優勝を勝ち
取りました。

3位という結果に終わった春季新人戦の悔しさを晴らすことがで
きました。最優秀選手には森島が選出されました。

新人戦は、102年生が主体となつて試合に出場する貴重な機会で
す。この経験を生かし、切磋琢磨してここから一人でも多くリーグ戦

メンバーに入ることを期待してしヽます !

新人戦主将 藤井 勝利敏策 2・ 倉敷商)
春の新人戦は悔しい結果に終わつて

しましヽ、PAlこそは必ず優勝するという

強い気持ちで挑みました。一人一人が

自分の力を発揮した結果、優勝するこ

とができました。これからは来春のリ

ーグ戦に向けてしっかりと練習を頑張

っていきます。ご声援ありがとうござ

い散した。

最優秀選手 森島 貴文敏20大阪桐蔭)

今回の新人戦は今まで以上に熱

く、優勝だけを目指して戦つた結

果優勝することが出来、僕もその

中で一緒に戦いその結果が最優秀

選手に選んでいただけたと思いま

す。これからもチームの為に頑張

りたいと思います。

左から、吉層、鍋島、大本、玉木

こんにちは。「奪首×Dash!」 第 20号はいかがでしたか?今回は秋季
リーグ戦優勝、関西地区代表決定戦優勝、明治神宮大会出場、新人戦優勝な

ど、盛りだ<さんの内容でお伝えしました。現在、野球部は新チームとなり、

3年生を中心に日長練習に励んでいます。今季も優勝のご報告ができるよ
う、さらにチームー丸となり頑張ります。今後ともご声援よろし<お願い致

します。


